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子
宮
が
ん
に
は
、
子
宮
頸
が
ん
と

子
宮
体
が
ん
が
あ
り
ま
す
。
自
治
体

（
市
町
な
ど
）
で
行
わ
れ
る
集
団
検

診
や
、
医
療
機
関
で
行
わ
れ
て
い
る

個
別
検
診
は
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
な

り
ま
す
。
子
宮
体
が
ん
と
は
あ
ま
り

聞
き
な
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
同

じ
子
宮
で
も
、
が
ん
の
発
生
部
位
、

原
因
、
検
診
方
法
も
異
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
子
宮
頸
が
ん
の
発
生
部
位

は
、
子
宮
頸
部
（
子
宮
の
入
り
口
）

で
す
。
好
発
年
齢
は
20
歳
代
で
も
発

症
、
30
～
40
歳
代
で
増
加
、
最
近
は

若
年
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
原

因
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
で
す

か
ら
、
性
交
経
験
が
あ
れ
ば
誰
で
も

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
早
期
に

は
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
が
進
行
に
伴

い
不
正
出
血
、
性
交
出
血
な
ど
が
み

ら
れ
ま
す
。
検
診
内
容
は
子
宮
の
頸

部
（
入
口
）
の
細
胞
を
採
取
し
顕
微

鏡
で
調
べ
ま
す
。
自
治
体
（
お
住
い

の
市
町
）
が
行
う
集
団
検
診
、
医
療

機
関
で
の
検
診
で
受
診
可
能
で
す
。

　

検
診
で
は
多
少
の
出
血
、
痛
み
は

個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
短
時
間
で

終
わ
る
た
め
、
比
較
的
身
体
的
に
負

担
は
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

次
に
子
宮
体
が
ん
の
発
生
部
位

は
、
子
宮
体
部
（
子
宮
の
奥
、
子
宮

内
膜
）
で
す
。
子
宮
内
膜
が
ん
と
も

い
わ
れ
ま
す
。
好
発
年
齢
は
、
50
～

60
歳
代
で
増
加
、
近
年
は
子
宮
体
が

ん
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

原
因
は
、
閉
経
が
遅
い
、
出
産
歴

が
な
い
、
肥
満
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
剤

の
服
用
な
ど
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
に
よ

る
子
宮
内
膜
の
刺
激
で
す
。
主
症
状

は
、
こ
れ
も
早
期
は
無
症
状
で
す

が
、
主
に
40
歳
以
上
の
不
正
出
血
、

閉
経
後
の
不
正
出
血
は
要
注
意
で

す
。
検
診
内
容
は
、
子
宮
体
部
（
内

膜
）
の
細
胞
採
取
し
顕
微
鏡
で
調
べ

ま
す
。
子
宮
体
が
ん
検
診
は
集
団
検

診
で
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
医
療
機

関
で
の
検
査
が
可
能
で
す
。
検
診
内

容
で
す
が
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
よ
り

も
子
宮
の
奥
の
細
胞
採
取
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
使
用
す
る
器
具
も
異
な

る
た
め
少
し
時
間
を
要
し
ま
す
。
子

宮
頸
部
検
診
よ
り
も
痛
み
や
出
血
が

み
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
個
人

差
あ
り
）。
子
宮
頸
が
ん
は
、
検
診

に
対
す
る
啓
蒙
活
動
が
進
ん
だ
こ
と

も
あ
り
、
比
較
的
に
早
期
に
発
見
さ

れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
比

べ
て
子
宮
体
が
ん
は
進
行
し
て
か
ら

発
見
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
も

し
も
40
歳
以
上
で
不
正
出
血
の
あ
る

方
、
閉
経
後
の
不
正
出
血
の
あ
る
方

は
、
集
団
検
診
で
は
な
く
、
医
療
機

関
で
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
集

団
検
診
で
も
40
歳
以
上
、
閉
経
後
に

不
正
出
血
に
検
診
票
に
チ
ェ
ッ
ク
の

あ
る
方
（
本
人
記
入
）
ま
た
は
本
人

の
自
覚
が
な
く
て
も
医
師
が
必
要
と

判
断
さ
れ
る
場
合
は
結
果
通
知
ハ
ガ

キ
で
、
体
が
ん
検
診
の
受
診
の
お
知

ら
せ
を
し
ま
す
の
で
、
必
ず
医
療
機

関
で
の
受
診
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

早
期
発
見
す
れ
ば
治
癒
率
も
高
く

な
り
ま
す
。
定
期
的
な
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
！
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